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目的 Fotemustine による肝動注の臨床効果を調べる 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

48 例 眼球悪性黒色腫の肝転移症例に対する肝動注 VS 静

注の比較。全奏効率は肝動注 VS 静注 21.7 vs 8%だが、生

存期間は 369 and 349 days で差なし。Fotemustine の肝動注

による生存期間中央値は、肝動注以前の fotemustine 以外の

薬剤による静脈投与法によって得られた生存期間より長か

った。このことは fotemustine が他の薬剤の静脈投与既治療

例にも有益であることを示している。 

 

結論 

 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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エビデンスのレベル分類（ＩV  ） 
肝動注と静脈投与法で生存期間があまり変わらないというデータで

ある。Fotemustine は本邦では薬価収載されていない。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




